
海洋環境放射能総合評価事業
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担当課室：監視情報課 放射線環境対策室

様式５

○原子力施設沖合に位置する主要漁場等における海産生物、

海底土及び海水に含まれる放射性物質の調査を実施します。

北海道海域

青森海域

核燃料サイクル施設
沖合海域

宮城海域

福島第１海域
福島第２海域
茨城海域

静岡海域

愛媛海域

鹿児島海域

佐賀海域

島根海域

福井第２海域
福井第１海域

石川海域
新潟海域

(凡例）

原子力発電所等周辺海域

核燃料サイクル施設沖合海域

原子力発電所等

核燃料サイクル施設

事業の背景・内容

事業のスキーム
委託

国 民間団体等

具体的なイメージ①（全国調査）

調査対象試料

試料名 発電所 核燃

海産生物 年2回 年2回

海底土 年1回 年1回

海 水 年1回 年2回

海洋放射能調査

○東電福島第一原発事故により放出された放射性物質によ

る影響を把握するため、福島県沖を中心に重点的にモニ

タリングを実施します。

モニタリング強化実施地域（20Km圏内）

具体的なイメージ②(東電福島第一原発事故対応)

調査対象試料

試料名 近傍・沿岸海域 沖合海域 外洋海域

海底土 年12回 年４回 －

海 水 年12回 年４回 年２回

【モニタリング強化実施内容】
・調査ポイントの増加 等

広域調査
・宮城県・福島県・茨城県沖にお
ける海域モニタリング


